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外来医療計画について

令和４年（２０２２年）１０月 鳥取市保健所保健総務課
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鳥取県外来医療計画について①
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東部保健医療圏の外来医療提供体制の現状・課題・対応方針

〇地域の医療提供体制の基礎となる外来医療の安定的な確保を図るため、医療計画の一部として、
令和２年４月に「鳥取県外来医療計画」を策定。 計画期間：令和２年度～令和５年度（４年間）

（初期救急）
・時間外等外来患者延数（人口10万対）、時間
外等外来施設数（人口10万対）、１施設あたりの
外来患者延数とも全国に比べ多い。

（在宅医療）
・訪問診療・往診患者延数（65歳以上人口10
万対）は全国に比べ少なく、訪問診療・往診実施
施設数（65歳以上人口10万対）は全国に比べ
多く、一施設あたりの訪問診療・往診患者延数は
全国に比べ少ない。
・また、高齢化の進展に伴い、今後、訪問診療・
往診の需要は増加見込である。

鳥取県外来医療計画より抜粋



鳥取県外来医療計画について②
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（新規開業者等への対応方針）

診療所の医師の高齢化率は全国平均に比べ高く、医師への負担の増大や、外来医療各
分野において、今後の担い手不足が懸念される。そこで、外来医師多数区域では新規開
業者等に対して、当該区域の現状を認識してもらい、各関係機関と連携し、外来医療機
能を担うよう協力を求めることとする。

（公衆衛生）
・学校医の担当校数が全国に比べ多いなど、
全県的に負担が大きい傾向にある。

・診療所の医師については、全国に比べ高齢
化率が高く、今後の担い手不足が懸念される。

鳥取県外来医療計画より抜粋



○ 外来医療機能の偏在解消を目指すとともに、医療機器の共同利用を促す仕組みを整備するため、令和
２年度から令和５年度までの４年間を計画期間とする「鳥取県外来医療計画」を策定している。

○ 外来医療計画に基づき、医療機関が新たに対象機器（CT、MRI、PET、マンモグラフィ、放射線治
療）を購入又は更新する場合には、該当医療機関が県（保健所）に報告することとしており、共同利
用計画書の提出があった場合に、協議の場において確認を行うこととしている。

項目 種別
ＣＴ マルチスライスCT、その他のCT

ＭＲＩ
1.5テスラ未満
1.5テスラ以上3.0テスラ未満
3.0テスラ以上

ＰＥＴ ＰＥＴ、ＰＥＴ－ＣＴ
放射線治療 リニアック、ガンマナイフ
マンモグラフィ マンモグラフィ

対象医療機器

様式及び提出先
様 式 ：医療機器の共同利用計画
提出先 ：医療機関所在地を所管する保健所
提出期限：医療機器の設置等に関する医療法関係手続き

（申請・届出）の際
※保健所への申請・届出が必要でない医療機
器については、設置後１０日以内に提出

医療機器購入に伴う「共同利用計画」の提出

共同利用の方針
 地域医療支援病院を中心として、共同利用に取り組むこ
ととします。

 医療機関は、対象となる医療機器を購入する（更新を含
める）場合は県へ報告するものとします。

 県は医療機器の保有状況を公表するとともに、医療機器
の共同利用について協力を求めることとします。

対象
医療機器を新規購入・更新した医療機関

手続きの流れ
【病院・診療所】 【保健所】 【地域医療構想調整会議】

（各圏域）対象医療機器の
新規購入・更新

提出 報告

【県】
ＨＰ等情報発信

情報提供

【医療審議会等】
（全圏域）

報告

共同利用計画
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状況確認

鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料


